
グループ会社の環境経営Ⅱ

・環境経営

・地球温暖化

・循環型社会

・地球環境問題

・地球温暖化対
策の推進に関す
る法律　

・事業者別
 （二酸化炭素）
  排出係数

用語集を
ご覧ください

・LNG（液化天然ガス）

・LPG（液化石油ガス）

・PRTR（制度）

・指定化学物質

・温室効果ガス

・大気汚染

・規制対象フロン

・グリーン調達

・産業廃棄物

・リサイクル率

・SOx（硫黄酸化物）

・NOx（窒素酸化物）

・オゾン層破壊物質

・所内電力（量）

・新エネルギー（新エネ）

・ばい煙

・脱硫処理

・低硫黄燃料

・脱硝処理

・フロン

・オゾン層破壊係数

・CFC－11
（トリクロロフルオロメタン）

・自家物流輸送

・低公害車

・SF6（六フッ化硫黄）

・上水

・石炭灰

・プラグインハイブリッド車

・低燃費車

用語集を
ご覧ください〔 ● 幹事会社 〕

生活サービス事業（17社）

情報通信事業（5社）

環境・リサイクル事業（2社）
○ （株）ジェイ・リライツ ○ 九州環境マネジメント（株）

設備の建設・保守（11社）

資機材等の調達（７社）

エネルギー関連事業（29社）

電気の卸供給／エネルギー事業（11社）

○ 九州林産（株）
○ （株）九電ハイテック
○ 西日本プラント工業（株）

● 九電産業（株）
● 西日本技術開発（株）
○ 西技工業（株）

○ （株）プラズワイヤー
○ 西技測量設計（株）
● （株）九電工

○ 西九州共同港湾（株）
● （株）九建

● （株）電気ビル
○ （株）キューデン・グッドライフ
○ （株）キューデン・グッドライフ東福岡
○ （株）キューデン・グッドライフ熊本
○ （株）キューデン・グッドライフ鹿児島

○ （株）キューデン・グッドライフ福岡浄水
○ （株）九電ビジネスフロント
○ 九電不動産（株）
○ （株）九電オフィスパートナー
○ 九州メンテナンス（株）

○ 九州高原開発（株）
○ （株）九電ホームセキュリティ
○ （株）九電シェアードビジネス
○ （株）九州字幕放送共同制作センター
○ （株）オークパートナーズ

○ 九州住宅保証（株）
○ 伊都ゴルフ土地（株）

○ 戸畑共同火力（株）
○ 大分共同火力（株）
○ 大分エル･エヌ･ジー（株）

○ 北九州エル･エヌ･ジー（株）
● 西日本環境エネルギー（株）
○ （株）キューデン・エコソル

○ 長島ウインドヒル（株）
○ （株）福岡エネルギーサービス
○ みやざきバイオマスリサイクル（株）

○ （株）福岡クリーンエナジー
○ 九州冷熱（株）

● 九電テクノシステムズ（株）
○ 西日本空輸（株）

○ 九州高圧コンクリート工業（株）
○ 光洋電器工業（株）

○ （株）キューヘン
○ 誠新産業（株）

○ 西日本電気鉄工（株）

○ 九州通信ネットワーク（株）
○ （株）キューデンインフォコム

● ニシム電子工業（株）
○ 九電ビジネスソリューションズ（株）

○ （株）コアラ

九州電力のグループ会社（86社）
【電気事業会計規則の関係会社（＝子会社、関連会社）】

（2013年6月末現在）

グループ経営協議会

グループ環境経営推進部会
（事務局：九州電力 地域共生本部）

グループ会社53社（うち幹事会社8社）

オフィス電力
使用量

単位面積あたり使用量
低公害車導入比率※1
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単　位 実　績 2012年度環境目標 2013年度環境目標

 29.6
119.6
62
10.7

実績なし※2

99
100
130.2
179.4
19
94
100
82
96
84
0.19
0.21

自家物流輸送
（特殊車両等を除く）
SF６（六フッ化硫黄）

回収率
機器点検時の規制対象フロン回収実施率

　用紙使用量※3

上　　　  水

リサイクル率

※1：電気自動車（プラグインハイブリッド車を含む）、ハイブリッド車及び低燃費車のグループ会社保有車両総台数に占める割合。
※2：設備は保有しているが、機器の点検の実績がないもの。
※3：用紙使用量はA4サイズ換算枚数。
（注）実績集約の考え方については、P45参照。

グリーン調達率
火力発電電力量あたりのSOｘ排出量
火力発電電力量あたりのNOｘ排出量

項　　　目 2012年度2010年度
̶

112程度
60以上
11.0以上
98以上
99以上
100

事務用紙使用量の節約 
̶

１８以下
９０以上
100
８０以上
９７程度
80程度
̶
̶

̶
105程度
65以上
11.0以上
98以上
99以上
100

事務用紙使用量の節約 
̶

18以下
90以上
100
80以上
93程度
80程度
0.3程度
0.3程度

 24.0
93.9
69
11.2
100
99
100
123.5
152.7
14
93
100
78
89
88
0.14
0.23

2011年度
 25.9

105.0
66
10.9

実績なし※2

100
100
123.8
161.7
16
93
100
82
92
86
0.20
0.24

石炭灰
石炭灰以外

環境負荷量
・ 温室効果ガス排出量※2
・ オゾン層破壊物質排出量※7
・ SOx排出量
・ NOx排出量

・ PRTR制度の指定化学物質排出量（大気）
・ 産業廃棄物処分量
・ 古紙処分量

20.5
6.9
0.09

トン
千トン
千トン

千トン－CO２
ODPトン
千トン
千トン

170.9
0.22
1.4
2.4
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・・・  
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OUTPUT

環境活動 ・ 環境目標管理
・ 省エネ、省資源推進

・ 温室効果ガス排出抑制
・ 規制対象フロン排出抑制

・ リサイクル推進
・ グリーン調達推進

・ 大気汚染物質排出抑制
・ 環境教育の実施

事業活動

・ 温室効果ガス排出抑制量※3

・ 産業廃棄物リサイクル率（量）
・ SOx排出低減量※5

・ 規制対象フロン回収実施率※4

・ 古紙リサイクル率（量）
・ NOx排出低減量※6

100
89
2.3

%
％（0.8千トン）
千トン

千トン－CO２
％（95.2千トン）
千トン

34.5
93
7.7

・・・・・・・・・・・・　
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・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

環境負荷低減量

　九州電力のグループ会社では、地球温暖化の防
止や循環型社会の形成などを企業の社会的責任と
認識し、九州電力グループ一体となって環境経営を
推進するとともに、各社の事業特性に応じた環境活
動に取り組んでいます。

地球環境問題への取組み
循環型社会形成への取組み
地域環境の保全
社会との協調
環境管理の推進
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　「グループ経営協議会※」の下部機関として「グル
ープ環境経営推進部会」を設置し、環境活動の分析・
評価・見直しにより、グループ会社一体となって環境
経営を推進しています。
※：九州電力の関係会社で構成され、グループ経営に関する諸課題の検討、協議を
行う機関。

※1：発電所所内電力量等を除く購入電力量を計上。　※2：電力会社等への販売電力量分（発電用燃料及びその燃焼に伴う排出量）を除く。
※3：新エネルギー等の導入実績において、導入しなかった場合をベースラインとして算出。
※4：点検時において法令基準レベル（撤去時における法定圧力）までガス回収を実施した機器の割合。
※5：ばい煙発生施設（ボイラー等）において、脱硫処理や低硫黄燃料の使用を行わなかった場合をベースラインとして算出。
※6：ばい煙発生施設（ボイラー等）において、脱硝処理を行わなかった場合をベースラインとして算出。　※7：各フロンのオゾン層破壊係数を用いて、CFC－11重量相当に換算。
（注）実績集約の考え方については、P45参照。

INPUT

　下図は、グループ会社での資源や資材の投入から、事業活動を経てどのような環境負荷が発生しているかを
表したものです。今後も、この現状を踏まえ、更なる環境負荷低減に努めていきます。

資源投入量
・ 電力量※1

・ 燃料※2（軽油、ガソリン、A重油など）
　　　  （LNG、LPGなど）
・ 水

・ 熱（蒸気など）
・ コピー用紙
・ PRTR制度の指定化学物質取扱量

33.2
123.5
93.5

百万MJ
百万枚
トン

百万kWh 
千kℓ　
千トン
百万トン

206.8
8.0
1.3
5.0

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・  

事業活動と環境負荷の状況

環境目標と実績
　主要な環境活動について目標を定め、環境負荷の継続的な低減に努めています。

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　 温室効果ガス排出抑制量（グループ会社）

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）    九電グループ紹介

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　 オフィス電力・自家物流輸送（グループ会社）WEB

エネルギー関連
事業

情報通信
事業

環境・リサイクル
事業

生活サービス
事業

WEB

WEB

グループ環境経営推進部会

環境活動実績の集計対象
グループ環境経営推進部会 全52社
グループ環境経営推進部会 全51社※1

グループ環境経営推進部会 全53社※2

2010年度
2011年度
2012年度

※1：2012年1月、（株）キューキと九州計装エンジニアリング（株）が合併して、
九電テクノシステムズ（株）を設立したため、2011年度実績は1社として集計。

※2：（株）九電ハイテック、九州メンテナンス（株）を集計対象に追加。

• 各環境活動実績は、集計対象のグループ会社のうち、実
績の把握が可能なすべての会社（下表）の集計値です。

　（九州電力は含まない）

• 四捨五入の関係上、合計値及び百分率が合わないことが
あります。
• 購入電力に伴うCO２排出量は、「地球温暖化対策の推進に
関する法律」に基づき、国から公表された「電気事業者別
二酸化炭素排出係数」を用いて算出しています。

環境活動実績（P46～P52）集約の考え方

45 46
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http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report13_group_management_circumstance.html
http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report13_group_management_results.html

